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　　　　いわゆる新人類の労働価値観と

上司のリーダーシップに関する実証的研究

関　　　文　恭，＋

大黒」良明，＊＊＊

　　　　ゐ　タ　ホ1≦禺　　　ニイ、．．，

角　恵美子＊＊＊

矢　守　克　也＊＊＊

An　Empirical　Study　of　the　New　Generation’　s

Attitude　toward　Labour　and　Their

Superiors’　Leadership　Qualities

Fumiyasu　Seki，Jyuji　Misumi，Katuya　Yamori

Yosiaki　Ohguro　and　Emiko　Misumi

　近年苔者の価値観が、変化しつつありマスコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ラミなどでは「新人類」とか「異星人」というよ

うな、どちらかといえば否定的なとらえかたを

しているようである。企業においても、新入社

員研修や管理者研修においても、こうした「新

人類」に対する指導・対応のあり方が問題とな

っている。

　本研究は、新入社員の労働価値観と職場にお

ける意欲、満足度（職場モラール）との関係、

および研修における1：　r－flのリーダーシップがそ

れらに及ぼす効果を実証的に明らかにすること

を目的とする。

＊　　九州大学医療技術短期大学部一般教育

＊＊　奈良大学社会学部

＊＊＊（財）集団力学研究所

　　　　　　　方　　　法

　〈調査対象〉福岡市に本社をおく、従業員約

12，000名の東証1部上場企業の男子新入社員で

ある。新入社員は、社内の研修所で約9ヶ月間

の新入社員合宿研修をうける。

　〈調査概要〉新人社員の意識調査は、（財）

集団力学研究所において開発された「職場に関

するアンケート」を川いた。5）その内容は、「職

場でのし司のリーダーシップ」、　「部ドのモラ

ール」等、職場に直接関わる要因（図1の要因

連関図の「中核要因」に相当）だけでなく、部

下の生活全般の中で職場がどのように位置づけ

られているかに関する項目、あるいは、部下の

基本的な価値観、「新人類的」傾向、ライフス

タイル等に関する項目（図1の「周辺要國」に

相当）を含むものである。
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　　　　　　　　　　　　図1．

「職場に関するアンケート」各側面の具体的内容

◆中核要因

［1］リーダーシップ（10－50点に分布）
　　　　　　　　　　　　ラ
PMリーダーシップ理論に基づくヒ司のリーダ

ーシップを測定するものである。

①リーダーシップP行動一PはPerformance

の略で、紐織・集団の目標達成、課題解決に力

点をおくリーダーシップ行動

②リーダーシップM行動一MはMaintenance

の略で、組織・集団のまとまり・和、人間関係

の維持に力点をおくリーダーシップ行動

［2］職場モラール

①仕事に対する意欲一担当業務に対する意欲、

関心・動機づけの強さ　　　　　’

②給与に対する満足度一給与・賞与等に対する

満足度

③会社に対する満足度一会社全体に対する満

足度

④精神衛生（ストレス）一精神的安定、心理
白勺十三力感

⑤チームワークー部’ド集団の仲間意識

⑥ミーティンブー朝礼・点呼・会議など集団

会合に対する満足度

⑦コミュニケーションー部下とヒ高間、職場

間の意思疎通の程度

⑧業績規範一部下集団が業績目標に対して抱

いている規範

－一一一…一』 @周辺要囚　 一一…一…・…一……

「職場に関するアンケートjの構成

⑨仕事充実度一担当業務に対する誇り・充実感

⑩目標指向性一目標をもって仕事をしている程度

［3］仕事中心性
　　　　　　この
　仕事中心性とは、ある人の生活全体の中で「働

くこと」がどの程度、重要視されているのかを

意味している。

①絶対評価一レジャー、家庭など他の生活領域と

相対比較するのではなく、仕事の重要性を「非常に

重要」一「重要ではない」までの5段階の尺度で評価

②相対評価一レジャー、家庭など他の生活領

域と相対比較における仕事の重要性

③間接評価一「宝くじ当選・資産相続等で、金銭

的には働く必要のなくなったときどうするか」

という想定質問による、仕事に対する重要度評価

［4］会社信頼度

　会社信頼度とは、［2］の職場モラールとは

独立に、会社の将来の見通し、経営者の発言に

対する信頼度の2側面から、会社全体に対する

社員の信頼感を得点化したものである。

◆周辺要因

［5］基本的価値観

　ここでとりあげる基本的価値観とは、ある人

が他人と接するときに、基本的に持ち合わせて

いる態度・姿勢・価値観を示すものである。こ

の側面に含まれる5項目は文部省統計数研究所
　　　　　　　　　　　　　のによる「日本人の国民性調査」の中で数十年に

わたり検討されており、下記①については大多
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数意見として「人情課長」を好むといわれている。

①合理性支持二一いわゆる「イソップの質問」、

「人情課長の質問」と言われるものである。

②他者信頼度一「他人は信頼できるか」を問

うている。…般的にいt）て日本人は他者信頼度

が高いと言われている。

［6］生活指向

　ライフスタイルを問う項目である。

①職場内満足指向一仕事の場である職場での

満足感を重視するタイプ

②職場内向上指向一仕事面での困難を克服し、

向一L・飛躍を重視するタイプ

③家庭内満足指向一家庭生活の充実を重視す

るタイプ

④余暇満足指向一余暇活動における満足を重

視するタイプ

［8］「新人類的」傾向

　いわゆる「新人類」という言葉には、否定的な

ニュアンスが含まれて批判的発言がなされている

ようである。われわれは、新人類的と言われてい

る行動、態度を測定する尺度を新たに設定した。

①余暇：重視傾向一余暇重視傾向は、「新人類」

世代に限らず、社会全体の風潮として近年注目

　　　　　　　　　　　　　　表1．

されていることである。

②快適志向性一「新人類」世代の最大の特徴

といわれているものを測定する。

③会社帰属意識低下・いわゆる会社人間を否

定的にとらえている程度。

④軽薄な人生観・勤労感一大局的な価値意識

の変化を測定。

⑤年功重視・先輩尊敬の否定一従来の年功重

視・先輩尊敬の価値意識の崩壊の進行度を測定。

調査は1987年度の新入社員より開始した。

調査時期

1987．　12

1988．　6

1988．　12

1989．　6

人数

151

190

158

462

対象学歴

高校卒

高校、高専、

高校卒

高校、高専、

大学卒

大学卒

　　　　　　　結果と考察

　調査結果の全体集計の平均点を表1に示して

いる。

表1によれば、職場モラール、職場内向上志向

性など、ほとんどすべての項目で6月調査より

も12月調査の平均点がかなり高い。このことは、

全体集計平均値（3ヶ年比較）

◆中核要因

臓場モラール
リーダーシワプ

伺人要因 集団饗因 付加要図 仕富中心性 会社霞鑛

人数

P行動

P0の50

M行励

P0－50

仕事

_欲
T－25

給与

梠ｫ
T脚25

会社

ヱｫ
T幡25

縞神

q生
m25

仲閲

ﾔ議
T－35

集団

?含
g25

慮思

a通
T－25

業績

K鱒
T一器

仕事

[実
V－35

目標

u向
P喝3

絶対評価

@1－5

栂対評価

O－100

関翻傷

@1－3 2嘲1●

朋年12月 151 38．4
936．5

19．3 16．魯 21．0 18．3 19．4 16．9 19．5 17．8 一　　｝ 2．2‘ 4．27 99．6 2．80 噸　　印

鵬年6月 1go 34．2 35．1 26．9 13．8 1唇．4 亀5．6 18．3 13．6 ！7．4 15．3 20．0 2．08 4．05 30．3 3．52 6沼7

闘隼監2月 監58 3魯．5 3τ．旦 19．1 」1．1 Z1．5 購，4 監9，5 鳩．1 20．2 監7』 34．7 2．23 4．34 鎚．8 2．79 1．68

89年6月 462 37．6 36．3 17．9 15．9 且9．9 1‘．4 19．2 14．5 象8．6 16．5 2ユ．9 2．14 4．o重 31．1 2．57 1．！9

◆周辺要因

甚本的債値観 生活志向（ライフスタイル》 生活満足 「新人類」的傾向⊂得点大ほど新人顕的傾向大）

合理性支，寺度

@　2－4

他肴信頼度

@3－6
職場内満足

@3－9
臓場内向上
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@3－9 置一5
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快適志向
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R－6
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@蓋一2

87年12月 Z．30 1．99 一　　　ド 雫r一 躰　　一 『　　　一 3．33 一　　一 内　　r 一　　一 門一 T－畔

鱒年6月 2．43 4．73 5．90 6．‘3 6．10 2．15 3．24 5．47 5．92 3．11 且，45
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｝ 　　一｝
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1．41
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（注且）一一欄は、米調査項11

o注2）88年6∬1調査は、緬入社貝研峰絡了後6刀配紙の新入殴n調査結桀、闘年12月調査は研膨終了後12川配属の駈入杜員の厩査結果
ｭ注3）87年は12ハ凋奔のみ
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研修の効果があったと言えよう。

　表2は、学歴別に集計したものである。

「仕事中心性（相対評価）」について比較検討

してみることにする。「仕事中心性（相対評価）」

とは、仕事の重要性を、家庭・レジャー・地域

社会・宗教など、他の生活領域との相対比較に

より合計が100点になるように各領域に数値を

配分した結果である。

88年の高校卒で比較すると、6月調査結果は19
　　　　　　　　　　こい
82年のMOW調査結果（図2）と同じ（25．5）であ

るのに対して、12月調査結果はかなり高く（38．8），

これはMOW調査の大学卒の入社10年後の数値

（38．0）を上まわっている。同様に、職場モラ

ールなども12月調査結果は、かなり高く高専卒、

大卒よりも高い数値を示している。これらは研

修の効果であることを示唆しているといえよう。

表2．　学歴別集計

◆中核嬰図

職場モラール
リーダーシップ

個人要因 巣団嬰因 付加要因 仕事中心性 会社信頼

人数

P行勤

P0－50

M行動

獅O－50

仕事

ﾓ欲
T哨25

給与

梠ｫ
T－25

会社

梠ｫ
T零25

耀神

q生
T－25

仲問

寰ｯ
T輌25

集団

?合?

T－25

意思

a通
T－25

纂綾

K範
T－25

仕事

[実
V935

目橡

u向
P－3

絶対評偽

@1－5

相対評価

O－100

閑接評価

@1－3 2－10
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P6．5 z2．1 2．15 4．02 29．8 z．55 7．z7
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図2．MOW調査による（1982）
　　　日本男性の仕事中心性の学歴別年齢変化
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　各質問項目の集計結果を個別に検討するので

はなく、多くの質問項目間の関連性を総合的に

検討することによって、新入社員の全体的傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｝をみるために、「パターン分類の数量化（3類）」

によって分析を試みた。

「パターン分類の数量化」とは、多数の質問項目

間の相互関連性を検討するために、各項目（カテ

ゴリーとよぶ）に数値を与えることによりカテゴ

リー間の関連性を解析する手法である。その際例

えば質問Aに「はい」と答えた人が、質問Bにも

　　　　　　　　　　　　　　　　表3．

「はい」と答え、質問Cにも「はい」と答える、とい

ったような一定の回答パターンがあった場合、こ

れら3つのカテゴリーには類似した数値を与え

る。すなわち、似たような回答パターンを示した

カテゴリー群にはできるだけ類似した数値を、回答

パターンに何の関連も見られないカテゴリー群には、

できるだけ異なった数値を与える。各カテゴリー名

が示す内容は、表3に示している。「数量化3類」の

統計処理は九州大学大型計算：機センターで行った。

カテゴリー名一覧表

仕事に対する意欲

給与に対する満足度

会社に対する満足度
精神衛生

チームワーク

ミーテイング

コミュニケーシeン
業績規範

上司のリーダーシップ
仕事充実度
仕事中心性：絶対評価

仕事中心性：相対評価

会社信頼度

人情味VS合理性
他者信頼VS他者不信
職場内満足

職場内向上心
家庭内満足

余暇満足

生活満足度
目標志向性

新人類1：余暇重視

新人類23快適志向
新人類3：会社帰属度

新人類4：勤労・人生観

新人類5＝年功亜視

A1一低　　A2一高
B1一低　　B2一高
C1一低　　C2一高
D1一低　　D2一一高

E1一低　　E2一高
F1一低　　F2一高
G1一低　　G2一高
H1－a低　　H2一高
Il－PM型　12－P型
Jl一低　　J2一高
K1一低　　K2一高
L1一低　　L2一高
M1一低　　M2一高
Nl。人情味支持傾向
01一他者不信
P1一低
Q1一低
R1一低
S1一低’
T1一低
u！一低
XA一低
XC一低
XE一高
XG一重厚
X1一高

13－M型　14－pm型

N2一合理性支持傾向
02一他者信頼

P2一高
Q2一高
R2一高
S2一高
T2一高
U2一高
XB一高
XD一高
XF一低
XH一軽薄
XJ一低

　6月（研修初期）から12月（研修末期）にか

けての新入社員の意識の変化を見るために、89

年6月のデータ（図3）、88年12月（図4）の

順で示している。両者は同じ新入社員を追った

ものではなく、厳密な時間変化を分析したこと

にはならないが、研修内容は同じなので、研修

による新入社員の意識変化に関して重要な示唆

を提供してくれるものと思われる。

　図3（研修初期）によれば、大別して2群，細分化

すると5群が見られる。すなわち図の左側に高モラ

ール、高満足といった、望ましい項目が位置し、逆に

右側には低モラール、低満足といったあまり望まし

くない項目が位置している。さらに細分化すると

5群が見られる。以下、各群の特徴を見てみよう。
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　　　　　図3．　研修初期（6月）の新人社員の意識分類

①左上の群（真面目人間群）

　この群に含まれるカテゴリーは、XA（余暇志向性

低）、1、2〈仕事：中心性大）、XG（真面Flな人生観）

である。すなわち、いわゆる噺人類」的特徴と正

反対の特徴を有している。そして、このことと上司

（先生）のリーダーシップと関係が見られないことか

ら、もともとこのようなパーソナリティを持った人

であると言えよう。マスコミは「若者は全てが新人

類である」がのごとき論調であるが、本調査の結果

によれば、いわゆる旧人類的な人もいると言える。

②左申の群（意欲充実群〉

　こ4）群に含まれるカテゴリーは、K2（仕事中心

性絶対評価高）、Q　2（職場内向上志向性大）、U2

P騨　　　　　尊　齢

　　　　　　　：

　　　　　　　ls

　　　　　　　：

　　　　　　　1

　　　　　　41

　　　　　　　こ

　　　　　　　：

　　　　　　　：

　　　　　　　t

　　　　　　　l

　　　　　　　；

噺人類・群　乳

　　　　　　　：

　　　　　　　：
鞘輸一蝋嶺．÷備．輪備騨硝櫛噸輸←

（目標志向性大）などである。すなわち、単に、職

場・仕事に満足しているというよりも、もっと積

極的に新しい仕事：・課題に挑戦していこうという

意欲・向，L心の高い人たちであると思われる。ま

たXE（会祉帰属意識大）、に見られるように会社

との・体感も強い。、L司（13、　M型リーダー）

との関連も認められる。

③左下の群（健康満足群）

　この群に含まれるカテゴリーは、G2（コミュニ

ケーション良好）、F2（ミーテtング満足度高）、C

2（会社満足度高〉、P2（職場内満足志向）などで

ある。すなわち、仕事・職場に満足している群であ

ると言える。また、02（他人は信頼できる）に見ら
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れるように、健康的な価値観を持っていると言え

よう。特に12（上司はPM型リーダー）に見られ

るように、これらの望ましい特徴が上司の適切な

リーダーシップと関連している点が重要であると

思われる。

④右下の群（新人類群）

　この群に含まれるカテゴリーは、X8（余暇志向

性高）、XD（快適志向性大）、XH（軽薄な人生観）、

Q1（職場内向上性低）、U1（目標志向性低）など

である。すなわち、否定的な意味で捉えられると

きの「新人類」の特徴そのものであると言えよう。

ただし研修初期に存在したこの群が研修末期

（図4）には消えている点が重要である。具体

的には、上司（先生）のリーダーシップと結び

ついて4群にまとまっていることである。，

⑤右上の群（職場不満・意欲喪失群）

　この群に含まれるカテゴリーは、K1（仕事中心

性絶対評価大）、A1（仕事意欲低）、F1（ミーテ

ィング低）D1（精神衛生低）、　P　1（職場内満足志

向低）、G1（コミュニケーション低）などで、職場

に対する満足度が低下している。さらに、01（他

者不信傾向）もある。12（上司はP型リーダー）、

14（上司はPm型リーダー）であるように、上

司のリーダーシップにも問題があるようである。
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図4．　研修末期（12月）の新入社員の意識分類
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　次に、研修末期の結果（図4）を見てみよう。

図4によれば、大別して2群、細分化して4群

が分類される。図4も図3と同じく、左側に高

モラール、高満足といった、望ましい項目が位

置し、逆に右側には、低モラール、低満足とい

った、あまり望ましくない項目が位置している。

さらに4群の特徴を見てみよう。

①左下の群（意欲充実群）

　この群に含まれるカテゴリーは、K2（仕事

中心性絶対評価高）、Q2（職場内向上志向）、

A2（仕事意欲高）、　H　2　（業績規範高）、　U　2

（目標志向性大）などである。すなわち、単に、

職場・仕事に満足しているというよりも、もっ

と積極的に新しい仕：事・課題に挑戦していこう

という意欲・向一h心の強い人たちであるように

思われる。また、XE（会社帰属意識大）、M

2　（会社信頼感大）に見られるように、会社と

の…体感も強い。この群は6月期の意欲充実群

に相当し、6月期の真面目人間群の人たちも上

司（先生）とのかかわりを通して、その多くが、

この群にまとまってきたと推測される。

②左上の群（健康満足群）

　この群に含まれるカテゴリーは、G2（コミュ

ニケーション良好）、F2（ミーティング満足度

高）、P2（職場内満足志向）などである。すな

わち、仕事・職場に満足している群であると言

えよう。さらに、11（上司はPM型リーダー）、

13（上司は、M型リーダー）に見られるよう

に、これらの望ましい特徴が、上司の適切なリ

ーダーシップと関連していると考えられる。

③右上の群（意欲喪失群）

　この群に含まれるカテゴリーは、K1，Q1，A

1，Hl，U1などで、第1群とちょうど対局的な

位置にあると言える。しかもN2（合理性支持）、

XF（会社帰属意識低）XH（軽薄な勤労観），

XD（快適性志向）とい・）たカテゴリーを含ん

でいる点が多少気にかかる。それは、14（上

司はpm型のリーダー）に示されるように、上

司のリーダーシップに問題があると言えよう。

④右上の群（職場不満群）

　この群に含まれる群は、F1（ミーティング

満足二二）、D1（精神衛生低）、　P　1（職場内

満足丁丁）、G1・（コミ’ユニケーション低）な

どで、職場に対する満足度が低一ドしている。さ

らに01（他者不信傾向）があることが気にか

かる。．E述の第3群とこの第4群は、6月期の

職場不満・意欲喪失群に相当すると思われるが、

6月期の「新人頼」の・一部もL司の働きかけが

不十分であったり、適切でなかったことから、

この群に人ってきている可能性も考えられる。

　以上の分析から、いわゆる「新人類」には、リー

ダーシップなど発揮しても無駄である、いや、むし

ろド手に発揮しない方がましであるという見解

は、全く誤りであるといえないにしても、問題が

あると言えよう。上司が適切なリーダーシップ（P

M型）を発揮すれば、仕；事に対する意欲も増し、

職場での満足度も一L回してくると考察される。

　　　　　　　要　　　約

　いわゆる「新人類」の労働価値観を明らかに

し、かれらに対する研修効果を見るために、

「数量化3類」による分析を行った。得られた

結果の主なものは、次の通りである。

1）研修初期（6月）では、新人社員の意識・

価値観を5群に分類できる。その群の中には、

「真面目人間群」、　「新人類群ゴという2群が見

られるが、この群は一ヒ司のリーダーシップとは

あまり関連がみられず、もともとそのような性

格を持った人たちであり、また研修初期で、．L

司のリーダニシップの影響を受けていないので

ないかと推測される。

2）研修末期（12月）では、上司のリーダーシ

ップと結びついた4群にまとまっている。これ

は、上司のリーダーシップが’「真面目人間」、

「新人類」的傾向をもつ新入社員に影響を及ぼ

していることを示唆するものである。　｝

3）h司が適切なリーダーシップ（PM型）を

発揮すれば、新入社員の仕事に対する意欲が増

し、職場での満足度も上がる。すなわち新人類

的な傾向を多く有する人たちにこそ、上司から

の積極的な働きかけ（リーダーシップ）が重要

であると言える。
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